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民法判例集シリーズは，1997 年の刊行以降，読者に支持され続けている好評の判例教材で
す。本書（親族・相続編）の刊行をもって，本シリーズは，既刊の財産法編と併せて完結と
なりました。

　親族・相続分野は現在非常に注目度が高く，性同一性障害者の「父」推定や非嫡出子の相続分判決な
どは，皆さんも最近のニュースで見聞きしたことがあるでしょう。本書は，このような最新の事件か
ら，いわゆるリーディングケースにいたるまで，学習に不可欠な裁判例 167件を収録しています。
　判例集ならではの特徴として，事実関係を詳細に紹介し，簡単な図を付すことで理解を促す，また，
必要に応じ地名や当事者名（原則として法人名）を残し，現実の紛争を身近に感じられるようにする等
の工夫をしています（はしがきより）。裁判例によっては，判決理由に加えて少数意見も長めに引用し
ており，裁判官同士の理論の対立も読み解くことができます。
　生きた裁判例を通して民法を身に付けるため，本書をぜひご活用ください。（N.T）
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編成は，基本的に民法典に従っています。解説部分は，各判例の位置付けを理解するために有効です。


